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調査方法

厚生省健康政策局経済課発行 「薬事工業生産動態統計調査」 平成１１年１月～１２月の月報から、 毎月の

人工血管、 血管修復材、 ステン ト等の生産、 輸入、 納入、 在庫、 などの総数、 及びそれにかかる金額の総

計を集計した。

さ らに、厚生省健康政策局発行 「薬事工業生産動態統計調査」 平成６年～１０年の年報を参考資料として、

毎年の人工血管、 血管修復材、 ステン ト等の生産、 輸入、 納入、 在庫の総数、 及びそれにかかる金額の総

数を集計した。

厚生省健康政策局発行 「薬事工業生産動態統計調査」 平成６年～１０年の年報に記載される人工血管の本

数値は、 各メーカー、 輸入業者などが、 毎月厚生省に報告する値の集計である。 従って、 実際の、 病院で

の使用数とは異なる。 病院の使用実数を調べるには、 アンケー ト調査で全国の全ての病院での手術実態を

調査する必要がある。 しかしその調査は実際問題と して、 全ての病院でもれな く調査を行う事を現実に考

える と、 その実施は困難である。 一方、 別の調査方法も考えられる。 それは、 人工血管を使用するであろ

う手術の診療実績の一部と して、 「社会医療診療行為別調査」 が公表されているので、 その実数によって、

全てではないが保険診療による手術数の実数は調査可能である。 と こ ろが、 その全国的な調査は行われて

いるものの、 現在公表されているのは毎年、 ４月から ５月にかけての１ ヶ月間の全国統計が毎年出されてい

るのみで、 年間を通しての統計は出されていない。 それから さ らに、 「社会医療診療行為別調査」 に現れる

実数と出荷される個数との違いも現実には存在する。 具体的な例を挙げると、 １本の人工血管を２人に使用

する こ と もあ り う る。

こ こで本調査では、参考資料と して、「社会医療診療行為別調査」 から、 毎年４月から ５月にかけての１ ヶ

月間のつま り、 ６月審査分の調査結果から、 人工血管を使用するであろ う と思われる手術の実数を掲げた。

現実には、手術時に使用される人工血管数や種類の把握が難しい状態において、 この 「社会医療診療行為

別調査」 を病院での使用数をしめす出口と考える こ とで、 本調査の対象と した薬事工業生産動態統計調査

はその入り口と考える こ とができる こ とから、 この調査によって、 出口と入り口の方からその中身を推測

するために本調査結果が資料と して活用される こ とを期待する

調査結果

以下に厚生省健康政策局経済課発行 「薬事工業生産動態統計調査」 平成１１年１月～１２月の月報からの、

月別の人工血管関係の総数の集計を表に示す。 これには我が国での生産個数、 輸入個数、 そして使用にお

いて、 国内向けへの出荷個数、 輸出用に回された個数、 さ らにそれらに該当せず、 在庫となった人工血管

の個数を表す。 これらの人工血管では 「合成繊維製人工血管」 「合成樹脂人工血管」 「生体材料人工血管」 「そ
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の他の人工血管」 に分類される。 「合成繊維製人工血管」 はダクロン製、 ポリエステル製の布製人工血管等

が含まれ、 「合成樹脂人工血管」 は主と してGore Tex graft などに代表される e-PTFE graft等が含まれ、 「生

体材料人工血管」 では Dardik graft のよ うな生体由来材料を用いた人工血管が含まれる。 生体由来材料を

用いた人工血管は今日では、 ほとんど臨床では使用されな くなったが、 数年前まで使用されてお り 、 さ ら

に何時使用が再開されるか判らないので、 この項目もあえて追加した。 従って、表１は４つのパー ト に分け

られている。
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1) 合成繊維製人工血管 （単位 ： 個）

 H11.1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合 計

生 産 0 42 95 142 49 90 89 51 90 260 221 204 1,333

輸 入 416 180 2,814 692 882 682 800 455 161 136 107 738 8,063
計 416 222 2,909 834 931 772 889 506 251 396 328 942 9,396

国 内 4,298 872 1,383 1,264 922 1,189 1,210 219 255 278 306 2,119 14,315
輸 出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 4,298 872 1,383 1,264 922 1,189 1,210 219 255 278 306 2,119 14,315
在 庫 14,653 12,821 15,530 13,406 12,157 13,123 12,803 2,171 1,778 1,896 1,918 11,129 113,385

年 末 在 庫   11,129

表１．　Ｈ１１年度人工血管の月別生産 ・ 輸入 ・ 出荷 ・ １２月末在庫の数量

2） 合成樹脂製人工血管
H11.

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合 計

生 産 0 56 5 57 70 24 107 0 72 47 40 0 478

輸 入 1,244 962 1,006 802 1,781 1,206 886 568 693 313 794 1,183 11,438
計 1,244 1,018 1,011 859 1,851 1,230 993 568 765 360 834 1,183 11,916

国 内 871 875 824 960 1,002 875 920 865 917 892 974 1,670 11,645
輸 出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 871 875 824 960 1,002 875 920 865 917 892 974 1,670 11,645
生 産 3,119 3,262 3,440 5,741 6,590 6,945 7,018 5,018 5,245 4,686 4,548 5,631 61,243

年 末 在 庫 5,631

3） 生体材料人工血管
H11.

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合 計

生 産 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

輸 入 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

国 内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
輸 出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
在 庫 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

年 末 在 庫 0



表２では、 血管修復材、 いわゆるパッチ材料について、 表１ と同じ く、 平成１１年度の月別の我が国での

生産個数、 輸入個数、 そして使用において、 国内向けへの出荷個数、 輸出用に回された個数、 さ ら にそれ

らに該当せず、 在庫となった血管修復材の個数を示した。 また、 表２ も、 表１ と同じ く、 ４つのパー ト に分

けて示した。

表３では、 血管のステン ト について、 表１，表３ と同じ方法で同じ項目について、 平成１１年度の月別の状

況を表した。 血管のステン ト についての統計は、 平成１１年度が始めてである。 これまでではこの項目の集

計はなされていなかった。 ステン ト は急速に需要と使用数が伸びている領域である。 この集計では、 冠動

脈用と、 大動脈用、 末梢血管用、 といった分類はされていない。

表４では、表１に示した人工血管の平成１１年度の月別変動の実態を金額面から表記した。 これでも って、

金額的にどのよ うな動きがあ り、保険診療にしめる位置づけも推測可能となる。 また、 表２ も、 表１ と同じ

く 、 ４ つのパー ト に分けて示した。
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4） その他の人工血管
H11.

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合 計

生 産 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

輸 入 75 0 143 132 0 48 35 41 34 10 7 11 536

計 75 0 143 132 0 48 35 41 34 10 7 11 536

国 内 74 0 0 69 0 71 0 34 28 70 102 31 479

輸 出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 74 0 0 69 0 71 0 34 28 70 102 31 479

在 庫 293 0 452 515 0 573 573 588 594 534 439 419 4,980

年 末 在 庫 　 419

表２.　 Ｈ１１年度血管修復材料の月別生産 ・輸入 ・出荷 ・ １２月末在庫の数量

（単位 ：個）

　 H11.
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合 計

生 産 1 5 10 31 28 9 3 1 53 1 4 3 149

輸 入 1,833 2,558 3,426 2,559 1,920 7,992 8,713 3,316 3,047 6,482 2,942 3,263 48,051
計 1,834 2,563 3,436 2,590 1,948 8,001 8,716 3,317 3,100 6,483 2,946 3,266 48,200

国 内 4,551 4,965 2,970 2,929 2,702 3,417 4,982 5,375 3,519 3,768 2,425 4,787 46,390
輸 出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 4,551 4,965 2,970 2,929 2,702 3,417 4,982 5,375 3,519 3,768 2,425 4,787 46,390
在 庫 10,357 7,954 8,419 8,481 7,728 12,311 16,045 13,987 13,567 16,143 7,246 15,270 137,508

年 末 在 庫 15,270
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表４. Ｈ１１年度人工血管の月別生産 ・輸入 ・出荷 ・ １２月未在庫の金額

１） 合成繊維性人工血管 （単位 ：千円）
H11.１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合 計

生 産 0 2,892 4,370 7,684 2,254 4,140 4,094 3,570 5,850 16,093 14,048 14,289 79,284

輸 入 48,807 16,662 191,276 87,820 125,013 89,894 86,302 78,341 26,309 29,042 23,210 83,132 885,808

計 48,807 19,554 195,646 95,504 127,267 94,034 90,396 81,911 32,159 45,135 37,258 97,421 965,092

国 内 435,753 112,005 164,354 156,404 123,472 163,196 156,507 27,789 29,517 26,120 36,506 412,599 1,844,222

輸 出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 435,753 112,005 164,354 156,404 123,472 163,196 156,507 27,789 29,517 26,120 36,506 412,599 1,844,222

在 庫 2,189,341 1,916,164 2,267,994 2,073,400 1,874,570 2,030,165 1,965,588 327,052 271,581 290,596 291,348 1,576,090 17,073,889

年 末 在 庫 1,576,090

２） 合成樹脂製人工血管
Ｈ１１．１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合 計

生 産 3,410 412 3,315 3,868 1,462 6,731 0 4,207 2,862 2,436 0 28,703

輸 入 162,361 122,429 138,974 99,532 248,528 174,010 98,262 65,420 100,960 39,077 108,177 158,837 1,516,567

計 162,361 125,839 139,386 102,847 252,396 175,472 104,993 65,420 105,167 41,939 110,613 158,837 1,545,270

国 内 107,455 117,950 110,374 117,302 122,323 114,653 112,538 109,453 124,654 120,069 128,498 184,762 1,470,031

輸 出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 107,455 117,950 110,374 117,302 122,323 114,653 112,538 109,453 124,654 120,069 128,498 184,762 1,470,031

在 庫 332,415 486,337 484,770 688,535 821,351 905,671 884,260 644,922 731,235 655,858 651,521 731,214 8,018,089

年 末 在 庫 731,214

３） 生体材料人工血管
Ｈ１１．１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合 計

生 産 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

輸 入 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

国 内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

輸 出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

在 庫 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

年 末 在 庫 0

表３． Ｈ１１年度ステン トの月別生産 ・ 輸入 ・ 出荷 ・ １２月未在庫の数量

（単位 ：個）

　 H11.
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合 計

生 産 9 52 486 10,921 55 1,824 15,427 1,548 2,452 5,488 3,407 3,381 45,050

輸 入 107,174 8,638 4,344 6,284 6,102 6,391 19,682 7,731 3,832 2,186 40 10,816 183,220
計 107,183 8,690 4,830 17,205 6,157 8,215 35,109 9,279 6,284 7,674 3,447 14,197 228,270

国 内 54,206 7,354 7,080 8,186 6,442 8,721 13,813 5,179 6,333 3,983 1,783 11,518 134,598
輸 出 599 0 0 4,150 0 6,750 0 14,055 10 30 3,898 115 29,607

計 54,805 7,354 7,080 12,336 6,442 15,471 13,813 19,234 6,343 4,013 5,681 11,633 164,205
在 庫 185,677 22,845 36,615 43,716 32,607 32,124 53,471 19,367 11,806 15,497 2,673 35,203 491,601

年 末 在 庫 35,203



表５では、 表２ に示した血管修復材のの平成１１年度の月別変動の実態を金額面から表記した。 これでも

って、 血管修復材においても金額的にどのよ うな動きがあ り、 保険診療にしめる位置づけも推測可能とな

る。 また、 表５ も、 表２ と同じ く、 ４ つのパー ト に分けて示した。

表６では、 表３に示されたステン ト において、 平成１１年度の月別変動の実態を金額面から表記した。 こ

れでも って、 ステン ト においても金額的にどのよ うな動きがあ り 、 保険診療にしめる位置づけも推測可能

となる。 また、 表６ も、 表３ と同じ く、 ４つのパー ト に分けて示した。 これを見る と、 ステン トが如何に金

銭的に大きな位置を占めているかが明らかである。
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４） その他の人工血管
Ｈ１１．１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合 計

生 産 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

輸 入 13,609 0 27,446 21,641 0 9,122 6,763 6,510 5,590 1,774 1,378 2,165 95,998

計 13,609 0 27,446 21,641 0 9,122 6,763 6,510 5,590 1,774 1,378 2,165 95,998

国 内 13,591 0 8,965 12,378 0 12,853 0 6,448 5,202 12,949 17,932 6,198 96,516

輸 出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 13,591 0 8,965 12,378 0 12,853 0 6,448 5,202 12,949 17,932 6,198 96,516

在 庫 52,456 0 82,661 91,923 0 102,984 109,747 109,809 105,333 94,158 77,604 73,571 900,246

年 末 在 庫 73,571

表５. Ｈ１１年血管修復材料の月別生産 ・輸入 ・出荷 ・ １２月末在庫の金額

（単位 ：千円）

H11.１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合 計

生 産 20 112 260 357 285 281 99 28 451 53 128 0 2,074

輸 入 109,120 131,621 175,292 134,060 79,395 675,280 565,460 299,065 239,951 474,468 139,410 2,165 3,025,287

計 109,140 131,733 175,552 134,417 79,680 675,561 565,559 299,093 240,402 474,521 139,538 2,165 3,027,361

国 内 370,536 384,643 167,882 168,216 136,896 215,745 342,392 423,624 241,354 255,717 124,143 6,198 2,837,346

輸 出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 370,536 384,643 167,882 168,216 136,896 215,745 342,392 423,624 241,354 255,717 124,143 6,198 2,837,346

在 庫 848,322 595,229 602,683 618,908 473,573 932,732 1,155,923 1,052,634 1,051,658 1,256,726 356,009 1,147,093 10,091,490

年 末 在 庫 1,147,093

表６. Ｈ１１年ステン トの月別生産 ・輸入 ・出荷 ・ １２月末在庫の金額

（単位 ：千円）

　 H11.１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合 計

生 産 313 578 2,773 5,761 1,905 51,965 45,385 33,031 55,270 51,096 64,439 71,698 384,214

輸 入 2,269,668 1,254,454 553,176 1,288,664 961,317 1,014,864 3,299,823 1,096,679 542,209 315,757 14,420 1,491,328 14,102,359

計 2,269,981 1,255,032 555,949 1,294,425 963,222 1,066,829 3,345,208 1,129,710 597,479 366,853 78,859 1,563,026 14,486,573

国 内 1,773,807 1,072,941 1,264,579 1,341,636 1,129,725 1,439,159 2,047,053 584,535 643,678 280,399 64,453 1,226,180 12,868,145

輸 出 0 0 0 1,120 0 1,644 0 3,563 298 894 3,843 3,427 14,789

計 1,773,807 1,072,941 1,264,579 1,342,756 1,129,725 1,440,803 2,047,053 588,098 643,976 281,293 68,296 1,229,607 12,882,934

在 庫 10,622,706 3,078,801 6,983,929 6,473,212 6,305,666 5,934,878 7,255,034 4,057,911 1,456,957 1,543,407 45,110 4,422,499 58,180,110

年 末 在 庫 4,422,499



表７では、 各種人工血管の平成１１年度における生産、 輸入、 そしてこれらの使用状況である国内出荷、

海外出荷に分けて集計した。 すなわち、 これは表１ の １年間におけるサマリーである。

表８では、 表７で人工血管について集計したと同じ要領で血管修復材についての平成１１年度における集

計を行った。

表９では、同じ要領で、 ステン ト についての集計を行った。 ステン ト の使用数量の多さには、注目すべき

ものがある。

表１０では、 表７で示した人工血管の平成１１年度における数量を、 金額面から集計した。
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表７． Ｈ１１年度人工血管の生産 ・ 輸入 ・ 出荷 ・ １２月末在庫の数量

（単位 ：個）

１） 合成繊維製

人工血管

２） 合成樹脂製

人工血管

３） 生体材料

人工血管

４） その他の

人工血管
合 計

生 産 1,333 478 0 0 1,811

輸 入 8,063 11,438 0 536 20,037

計 9,396 11,916 0 536 21,848

国 内 14,315 11,645 0 529 26,489

輸 出 0 0 0 0 0

計 14,315 11,645 0 529 26,489

１ ２ 月末在庫 11,129 5,631 0 419 17,179

（単位 ： 個） （単位 ：個）

生 産 １４９ 生 産 ４５，０５０

輸 入 ４８，０５１ 輸 入 １８３，２２０

計 ４８，２００ 計 ２２８，２７０

国 内 ４６，３９０ 国 内 １３４，５９８

輸 出 ０ 輸 出 ２９，６０７

計 ４６，３９０ 計 １６４，２０５

１ ２ 月末在庫 １５，２７０ １ ２ 月末在庫 ３５，２０３

表８． Ｈ１１年度血管修復材料の生産 ・輸入 ・出荷

１２月末在庫の数量

表９． Ｈ１１年度ステン トの生産・輸入・出荷１２月

末在庫の数量

表１０． Ｈ１１年度人工血管の生産 ・輸入 ・出荷 ・ １２月末在庫の金額

（単位 ：千円）

１） 合成繊維製

人工血管

２） 合成樹脂製

人工血管

３） 生体材料

人工血管

４） その他の

人工血管
合計

生 産 ７９，２８４ ２８，７０３ ０ ０ １０７，９８７

輸 入 ８８５，８０８ １，５１６，５６７ 0 ９５，９９８ ２，４９８，３７３

計 ９６５，０９２ １，５４５，２７０ 0 ９５，９９８ ２，６０６，３６０

国 内 １，８４４，２２２ １，４７０，０３１ 0 ９６，５１６ ３，４１０，７６９

輸 出 ０ ０ 0 ０ ０

計 １，８４４，２２２ １，４７０，０３１ 0 ９６，５１６ ３，４１０，７６９

１２月末在庫 １，５７６，０９０ ７３１，２１４ 0 ７３，５７１ ２，３８０，８７５



表１１では、 表８で示した血管修復材の平成１１年度における数量を、 金額面から集計した。

表１２では、 表９で示したステン ト の平成１１年度における数量を、 金額面から集計した。 ステン トがこ

の領域で群を抜いて高額な医療費を必要と している実態が明らかとなる。

表１３以下、 表２０ までは平成１１年度の人工血管、 血管修復材、 ステン ト に関連して、 最近の数年間にお

ける変動を示すため、 あるいはそれらが使用されたであろ う手術の件数とそれが行われた施設について、 と

い った各資料を、 参考資料と して示した。

まず、 表１３では、 人工血管について、 平成６年度から平成１１年度までの生産、 輸入、 そしてこれらの

使用状況である国内向けの出荷、 海外向けの出荷に分けて集計した。 これで、 過去数年間における人工血

管の変動を知る こ とが可能となる。

表１４では、 血管修復材において、 平成６年度から平成１１年度までの生産、 輸入、 そしてこれらの使用

状況である国内向けの出荷、 海外向けの出荷に分けて集計した。 これで、 過去数年間における血管修復材

の変動を知る こ とが可能となる。
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（単価 ：千円） （単価 ： 千円）

生 産 2,074 生 産 ３８４，２１４

輸 入 ３，０２５，２８７ 輸 入 １４，１０２，３５９

計 ３，０２７，３６１ 計 １４，４８６，５７３

国 内 ２，８３７，３４６ 国 内 １２，８６８，１４５

輸 出 ０ 輸 出 １４，７８９

計 ２，８３７，３４６ 計 １２，８８２，９３４

１２月末在庫 １，１４７，０９３ １２月末在庫 ４，４２２，４９９

表１１． Ｈ１１年度血管修復材料の生産 ・ 輸入 ・ 出

荷 ・ １２月末在庫の金額

表１２． Ｈ１１年度ステン トの生産・輸入・出荷・１２

月末在庫の金額

表１３． 人工血管の年度別数量

（単位 ： 個）

生 産 輸入品 計
出 荷

１２月末在庫
国 内 輸 出 計

Ｈ．６ ４，６６７ ３０，８２６ ３５，４９３ ３０，９０７ ２００ ３１，１０７ １３，５９６

Ｈ．７ １，０１４ ２５，９８０ ２６，９９４ ２６，１０５ ０ ２６，１０５ １４，２４７

Ｈ．８ １，６３０ ４３，２８９ ４４，９１９ ３１，４１７ ０ ３１，４１７ １６，３２１

Ｈ．９ ２，２６２ ４５，２２７ ４７，４８９ ５３，３０１ ０ ５３，３０１ １５，８４２

Ｈ．１０ ２，０６２ ３３，８３２ ３５，８９４ ３３，８５６ ０ ３３，８５６ １９，７９３

Ｈ．１１ １，８１１ ２０，０３７ ２１，８４８ ２６，４８９ ０ ２６，４８９ １７，１７９



表１５では、 ステン ト においての変動であるが、 この集計が１１年度しか行われていないため、 平成１１年

度のみを示した。 次回から、 この変動が明らかになる と思われる。

表１６では、 表１３で示された人工血管の平成６年度から平成１１年度までの生産、 輸入、 そしてこれらの

使用状況である国内向けの出荷、 海外向けの出荷に分けて集計した数量的な集計を金銭面で表した。 これ

で、 過去数年間における人工血管の金銭面での変動を知る こ とが可能となる。

表１７では、 表１４で示された血管修復材の平成６年度から平成１１年度までの生産、 輸入、 そしてこれら

の使用状況である国内向けの出荷、 海外向けの出荷に分けて集計した数量的な集計を金銭面で表した。 こ

れで、 過去数年間における血管修復材の金銭面での変動を知る こ とが可能となる。

表１８では、 表１５で示されたステン ト において、 これが金銭面でどのよ うな数値を示すかについて表示

した。

人工血管、 血管修復材、 ステン ト

― 16  ―

表１４． 血管修復材料の年度別数量

（単位 ： 個）

生 産 輸入品 計
出 荷

１２月末在庫
国 内 輸 出 計

Ｈ．６ ３００ １０，１４７ １０，４４７ １０，７４６ １６ １０，７６２ ３７４

Ｈ．７ ２２７ １１，２５３ １１，４８０ １１，１２５ １ １１，１２６ ３６１

Ｈ．８ ２３２ １７，６２６ １７，８５８ １７，９４５ ０ １７，９４５ ６５９

Ｈ．９ ２３４ ４０，１１４ ４０，３４８ ４０，１５２ ０ ４０，１５２ ８５６

Ｈ．１０ ９９９ ５５，８４４ ５６，８４３ ４２，８５８ ４１３ ４３，２７１ １３，６７４

Ｈ．１１ １４９ ４８，０５１ ４８，２００ ４６，３９０ ０ ４６，３９０ １５，２７０

表１５． ステン トの年度別数量

（単位 ： 個）

生 産 輸入品 計
出 荷

１２月末在庫
国 内 輸 出 計

Ｈ．１１ ４５，０５０ １８３，２２０ ２２８，２７０ １３４，５９８ ２９，６０７ １６４，２０５ ３５，２０３

表１６． 人工血管の年度別金額

（単位 ：千円）

生 産 輸入品 計
出 荷

１２月末在庫
国 内 輸 出 計

Ｈ．６ ５１４，３６８ ３，９０２，６５５ ４，４１７，０２３ ３，６７０，４９２ １８，６７０ ３，６８９，１６２ ２，２０１，１３０

Ｈ．７ ７０，８９０ ３，５３８，９５３ ３，６０９，８４３ ３，５２４，４３１ ０ ３，５２４，４３１ ２，０５５，５１０

Ｈ．８ １０４，８７６ ５，８３０，８６７ ５，９３５，７４３ ４，５６６，９９６ ０ ４，５６６，９９６ １，７３３，０８２

Ｈ．９ １４１，０８５ ６，６２４，６１５ ６，７６５，７００ ７，３３７，８５９ ０ ７，３３７，８５９ １，７９０，９４６

Ｈ．１０ １１２，１１９ ５，０１０，３５１ ５，１２２，４７０ ５，０７２，６３１ ０ ５，０７２，６３１ ２，００２，３９６

Ｈ．１１ １０７，９８７ ２，４９８，３７３ ２，６０６，３６０ ３，４１０，７６９ ０ ３，４１０，７６９ ２，３８０，８７５



表１９では、 血管関連の手術数を表すこ とにしたが、 件数が毎年、 ６月審査分しか公表されないため、 １

ヶ月分に限って、 一般診療と老人医療に分けて手術数を表記した。 この参考資料は、 「社会医療診療行為別

調査」 から、 毎年４月から ５月にかけての１ ヶ月間の人工血管を使用するであろ う手術の実数である。 これ

は支払基金及び国保団体連合会が、 調査対象となった病院と診療所などの保険医療機関の明細書から抽出

し、 その写し を厚生省大臣官房情報部に提出した資料をま とめた数値である。 だだし、 この数値はあ く ま

でも保険診療を行った医療の一数であ り、 しかも １年の １２ ヶ月の中の、 １ ヶ月分の集計であるので、 １年

間となる と、 単純に１２倍する事でも、 ある程度の大まかな数値を伺い知る こ とが可能である。 しかしそれ

が不確かである こ とは念頭に入れておいていただきたい。
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表１７． 血管修復用材料の年度別金額

（単位 ：千円）

生 産 輸入品 計
出 荷

１２月末在庫
国 内 輸 出 計

Ｈ．６ ２，８９０ ５５３，４９７ ５５６，３８７ ５８９，７２７ １７０ ５８９，８９７ ６１，８７７

Ｈ．７ ２，００８ ６７１，１２５ ６７３，１３３ ６３７，３６５ １５ ６３７，３８０ ３０，９９１

Ｈ．８ ２，３０３ ７５８，６９２ ７６０，９９５ ７７０，５０８ ０ ７７０，５０８ ８０，２４６

Ｈ．９ ３，１２６ １，２１３，９４６ １，２１７，０７２ １，１８９，２４２ ０ １，１８９，２４２ １０４，９１２

Ｈ．１０ ５，４３７ ５，５０９，９８６ ５，５１５，４２３ ３，０７１，１８３ ４１３ ３，０７１，５９６ １，１１１，３０６

Ｈ．１１ ２，０７４ ３，０２５，２８７ ３，０２７，３６１ ２，８３７，３４６ ０ ２，８３７，３４６ １，１４７，０９３

表１９． 血管疾患診療年度別件数 （一般医療 ・ 老人医療）

一 般 医 療 老 人 医 療 合 計

Ｈ．７

大動脈瘤切除術 ２７０ ２４５ ５１５

血管移植術、 バイパス移植術 ４３９ ２７６ ７１５

動脈のその他 ７，４９６ ４，６３１ １２，１２７

Ｈ．８

大動脈瘤切除術 １３７ ５４８ ６８５

血管移植術、 バイパス移植術 ６０ ８６９ ９２９

動脈のその他 ５，２８５ ２，４７２ ７，７５７

Ｈ．９

大動脈瘤切除術 ５０ ４５ ９５

血管移植術、 バイパス移植術 ２０７ ３１ ２３８

動脈のその他 ４，３４１ ２，７７４ ７，１１５

Ｈ．１０

大動脈瘤切除術 １２９ ２７３ ４０２

血管移植術、 バイパス移植術 ８７８ ３０５ １，１８３

動脈のその他 ７，２６４ ３，０４０ １０，３０４

表１８． ステン トの年度別金額

（単位 ：千円）

生 産 輸入品 計
出 荷

１２月末在庫
国 内 輸 出 計

Ｈ．１１ ３８４，２１４ １４，１０２，３５９ １４，４８６，５７３ １２，８６８，１４５ １４，７８９ １２，８８２，９３４ ４，４２２，４９９



これらの手術において、 人工血管や血管修復材、 ステン ト などがどのよ う に使用されたかは、 明らかにさ

れていないが、 手術の数をある程度知る値となる。 これらは平成７年度から １０年度までの集計であ り、 平

成１１年度の集計は平成１３年１月に公表予定となっているため、 この度の集計には間に合わなかった。

表２０では、 表１９で示された手術が、 病院で行われたのか、 診療所で行われたのかについての集計であ

る。 これも件数が毎年、 ６月審査分しか公表されないため、 １ ヶ月分に限って表すこ と と した。 これらは表

１９ と同じ く 、 平成７年度から １０年度までの集計である。
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表２０． 血管疾患診療年度別実施場所件数 （病院 ・ 診療所）

病院総件数 診療所総件数 合計

Ｈ．７

大動脈瘤切除術 ５１５ ０ ５１５

血管移植術、 バイパス移植術 ７００ １５ ７１５

動脈のその他 １１，８１８ ３０９ １２，１２７

０

Ｈ．８

大動脈瘤切除術 ６８５ ０ ６８５

血管移植術、 バイパス移植術 ９２３ ６ ９２９

動脈のその他 ７，２３８ ５１８ ７，７５６

０

Ｈ．９

大動脈瘤切除術 ９５ ０ ９５

血管移植術、 バイパス移植術 ２２３ １５ ２３８

動脈のその他 ６，６９２ ４２３ ７，１１５

０

Ｈ．１０

大動脈瘤切除術 ４０２ ０ ４０２

血管移植術、 バイパス移植術 １，１４２ ４１ １，１８３

動脈のその他 ９，７５４ ５５０ １０，３０４



考 察

この度のは厚生省の統計調査データは 「薬事工業生産動態統計調査」 を基に集計した。 これは輸入、 出

荷、 在庫などの数量であ り、 臨床での人工血管の使用実数ではない。

一方、 も う一つの試料は 「社会医療診療行為別調査」 であって、 これは診療実績の集計であって、 手術件

数をあらわす。 但し、 人工血管の使用本数を表しているのではない。 例えば、 人工血管を用いない、 大動

脈瘤の手術もあ り得るであろ う。 その場合には、 この値から、 人工血管の使用数を推し量る事はできまい。

しかしながら、 この手術件数から、 ある程度の人工血管の使用の実態を把握する こ とは可能であろ う。

例外的には、 人工血管を一度の手術に複数本使用した場合や、 １本の人工血管をパッ クから取りだし、 そ

れを複数本に分けて、 １つの手術時に使用した場合の使用本数と、 手術数においての実数の違いが出う る。

さ らに１本の人工血管をい くつかに分けて使用した場合には、 メーカーからの納入実績にはカウン ト されな

いが、 手術数には反映される。

このよ う に、 いずれの方法によっても、 正確な実数を掴むこ とはできないが、 その逆に、 全ての方法か

ら、 大まかの実数を掴むこ とが可能である。 今年はこのよ うな方法を採用し、 我が国における人工血管の

使用総数の把握につとめた。

１． この度の調査方法による人工血管の使用状況の把握と、 前回のアンケー ト調査との対比

前回の１９９６年レジス ト リーでは、 アンケー ト調査を行った。 １９９９年の調査に置いても、 調査開始に当

たって、 前回通り のアンケー ト調査を行う予定であった。 しかしながら、 前回の調査後、 多く の会員から

ご意見で、 アンケー ト調査によ って、 我が国全体の人工血管使用の動向が把握できているのかど うかにつ

いての疑問の声が挙がった。

前回の調査では、確かにその様な指摘を受けても仕方ない部分もあったのは事実である。 人工血管を使用

する血管外科手術は、 現在では非常にポピュラーな手術であって、 小さな病院でも実施されている。 しか

しながら、 このよ うな病院全てへのアンケー ト調査は不可能に近い。

前回のアンケー ト調査では日本胸部外科学会指定並びに関連施設730箇所のう ち、心臓大血管を主と して

取り扱っている 479施設に対してアンケー ト を発想し、 272施設から回答があって、 その回答率は 56.6 ％で

あった。 従って、全国に多く ある病院の中で、僅か 272施設とい う、限られた施設からのアンケー トであっ

て、 全国的な使用の傾向を見る こ とはできても、 その総数は把握できなかった。

２． 人工血管集計の不確実さ

現在では前述したとお り、 アンケー ト調査では、全ての施設を網羅する こ とは不可能である。 また、 たと

え全ての人工血管植え込みを行っている施設にアンケー ト を出すこ とができたにしても、 総数を把握する

事は難しい。

一方、 メーカーの出荷数でも って、 植え込み総数を推測するにも、 何らかの無理がある。 例えば、 １本
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６０ｃｍの人工血管をパッ クから出して、 植え込みに２０ｃｍ使用したとする と、 多く の病院は、 残りの人工血

管を再滅菌し、 保存する。 次回の手術に使用する、 しないは別と しても、 多く の病院では、 余剰の人工血

管を保存している。 しかしながら、 このよ う に して保存している と、 いつかは、 短い長さのバイパス手術

では使用する事がおき う る。 このときはメーカーからの出荷数にカウン ト されないため、出荷数よ り も、植

え込み実数は多くなる。

一方、滅菌の期限切れや包装の破損などで、使用前に使用不可能となるものも考えられる。 このよ うな例

では、 逆にメーカーの出荷数よ り も、 植え込み実数の方がすくな く現れる。

さ らに一方、 「社会医療診療行為別調査」 から植え込み実数を上げる場合には、 大動脈瘤の切除に伴う大

血管外科手術では、 人工血管使用実数が、 手術実数とほぼ一致するであろ うが、 末梢血管の場合には、 大

伏在静脈の使用も考えられるので、 手術実数と人工血管の使用数は一致しない。

このよ うな事から、 いずれの調査方法でも、 それぞれ不正確要素を持ってお り、 どの値が正しいのか、断

言できかねる。

３． 人工血管のメーカー別使用実績などの情報

今回の調査では、 前回行ったよ うな、 メーカー別の使用の実数は表すこ とができなかった。 さ ら にサイ

ズ、 長さ、 Ｙ字型や枝付き、 あるいはス ト レー ト といった、 人工血管の種類についても表記できなかった。

４． 人工血管植え込みに伴う副作用などの情報

今回では得られなかった情報と しては、副作用のレポー トがある。 前回では、 アンケー ト の終わ り に自由

記載欄を設けたため、 い く つかの、 人工血管の植え込みに伴う合併症や副作用、 予期せぬ出来事などの記

載が得られた。 この度はアンケー ト調査ではなかったため、 これらの情報は得られなかった。

５． 人工血管および血管修復材の実数の変動

これらの数値から、 人工血管の使用状況の平成６年度から １１年度までの使用の実数の増減を見ると、 平

成６年度に輸出の実績があるが、 それ以降は輸出は全く見られない。 さ らに平成６年度の我が国での生産量

は極めて高く、 近年では最高を示している。 しかしながら、 翌年の平成７年度には激減してお り、 その後、

徐々に持ち直してはいるが、 それでも平成１１年度では平成６年度の約５分の １である。

これに対して、 輸入品は平成９年度にピーク となる増減傾向及び翌年からの減少傾向があ り、 平成１１年

度は平成５年度の約半数である。 これに比べて、血管修復材料の使用が年々、増加してお り、人工血管の使

用の減少を相殺するが如き数値を示している。

６． ステン ト の数量

本調査では、 ステン ト の数量及び金額の状況を把握する事ができた。 ステン ト とい う項目は平成１０年ま
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では統計上に現れなかった項目であるが、 平成１１年度から項目に取り上げられ、 その数値が明らかとなっ

た。 従って、 毎年の実績の変化を示すこ とはできなかったが、 平成１１年度の状況はこれで理解できる。

この数値は、 大血管に使用するステン ト と、冠動脈などの小血管に使用するステン ト の区別はできない。

しかしご く少量の国内生産からスター ト し、 この１年間でも、国内生産が徐々に伸びている こ とが判る。 あ

るほかは大量のステン トが輸入され、 そして使用されている実態が判明した。 そして多量の在庫があって、

なおかつ多量の輸入が行われている こ とが判る。

７． ステン ト及び人工血管の金額

人工血管にかかる金額の総数とステン ト のそれとを比較すると、桁違いにステン トが高額である こ とが判

明する。 ステン ト を使用した血管病の治療が急増し、 その医療費が急騰している実態がこのデータから良

く わかる。 これは心臓血管外科医師が手術時に使用する件数は一度には増加し得ないが、 放射線科や内科

などの医師が使用する こ とで、 ステン ト の使用が急増する実態がこ こ に現れている。

８． 人工血管、 血管修復材、 ステン ト などにかかる輸入費

人工血管、血管修復材、 ステン ト などに共通する傾向と して、共に輸入品依存状態が続いている こ とが挙

げられる。 しかも、 これらにかかる費用が、 この統計から も明らかであ り、 これだけの医療費が海外に毎

年、 支払われている事が判る。

９． 人工血管、 血管修復材、 ステン ト の、 量的推移

統計から見る と、 ステン ト とい う項目は初期の頃はな く て、 １９９８年から統計的数値と して出現してい

る。 アルゼンチンのDr. Parodiがステン ト を使用した血管外科の手術主義を 1991年に提示してから、 徐々

にその手法が世界的に広がり、 我が国でも診療の一部に導入された結果と思われる。 この傾向はさ らに数

年間は継続する と思われる。

一方、 この３年間で、人工血管の数値が低下している。 それと逆行するよ うに、血管修復材の数値が急増

している。 この現象は、 あたかも人工血管の使用を、 血管修復材で置き換える、 人工血管を使用していた

部分を血管修復材で代用するよ うな印象を与える。 確かに手術によっては、 血管の部分的損傷や異常を血

管壁全てを置換するのではな く て、 部分的に血管修復材を用いて修復する方法もあ り得る。 そして可能な

限り自己組織を使用しよ う とする傾向が近年出てきている こ と も確かな現象である。 しかしながら、 この

数値が示すほどにその様な手術が増加している とは考えられない。

この変化の意味を考える とすれば、 人工血管を使用する手術の減少、 例えば、 下肢の動脈閉塞に対して、

以前では必ず人工血管も し く は自家静脈を用いたバイパス手術が行われていた。 しかしながら今日では優

れた抗血小板薬の開発によって、 適応を選べば、 手術をしな くても側副血行路が発育するのを待つこ とが

可能となった。 そのため人工血管の使用料の減少も理解でき う る。 従って、 人工血管の使用料の減少はこ
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のよ うな減少を基に考える と理解可能である。

一方、血管修復材の急激な増加は何を意味するのであろ うか。 これほどまでに血管修復材を使用する手術

が急増しているだろ うか。 そうである とは思われない。 確かに増加傾向はある。 しかしながら、 急増はな

いと思われる。 そうである とすれば、 血管遺体の領域に使用されている可能性が考えられる。 例えば、 心

臓壁に使用するのではな くて、 心膜の代用物に使用するとか、 脳の硬膜の代用物として使用する と言った、

使用方法が考えられる。 特に脳の硬膜のデータがヤコブ病のおそれから人の硬膜の使用が不可能となった

ため、 脳外科領域での手術などにおいて、 既に心臓血管の領域で血管修復材と して認められた材料を転用

しているかが大いに考えられる。

１０． 今回の調査を、 前回の 1996年のデータから推測する

今回の調査方法では、使用の実数の推測は可能である。 しかし、使用の実態の詳細は不明である。 しかし

ながら、 前回の 1996年で行ったアンケー ト調査の結果が、 我が国の実態を示しているかど うかは、 正確に

は表現できない。 しかしながら、 今回得られた調査結果から、 前回のアンケー ト調査のデータを振り返る

事は可能である。

そのアンケー ト調査の結果では、 １９９６年の実態と して 227施設の総合計は、 人工血管の使用総本数につ

いては、 アンケー ト調査で現れた数が胸部大動脈では 2921本、腹部大動脈領域では 3304本、末梢動脈領域

では 2411本、 静脈関係では 60本で、 その総数は 8696本であった。 これに対して、 1996年に使用したと見

られる出荷の本数は 31417本であったこ とから、 アンケー ト調査は全体の約 27.9 ％を把握していたと考え

られる。 この値をどのよ う に考えるかについては、 見る人の理解に任せるのみである。

まとめ

今年の方式で調査する こ とは、我が国の全体像と しての把握が可能であろ う事から、今後は、本年実施し

た調査方法と、 さ ら に時間的、 労力的な条件が許せば、 アンケー ト調査との併用で、 その使用実態が明ら

かとなる。

本年はアンケー ト調査ではなかったため、 アンケー ト調査でしか得られないデータは示すこ とができなか

った。 しかしながらアンケー ト調査では得られなかったであろ う資料を得る こ とができた、 とい う利点も

あ った。 特に全国的な状況の把握には、 本調査方法の方が優れている と思われる。

しかしながら、 1996年度の状況を、 両方の調査方法による結果から解析すると、 アンケー ト調査におけ

る多大の努力にもかかわらず、 その方法では全国の３分の１の使用量しか、実態では把握できないこ とを示

している。 このよ う に考える と、 両方の調査方法に長所及び短所のある こ とがよ く理解される。

人工血管、 血管修復材、 ステン ト

― 22  ―


	人工血管、血管修復材、ステント
	調査方法
	調査結果
	考察
	まとめ


